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た。特に、18〜25 塩基長のマイクロ RNA（miRNA）は、メッセンジャー RNA に結合し
てタンパク質への翻訳を抑制的に制御することが明らかになった。最近では、がんをはじ
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small RNA⩄
small interfering RNA (siRNA)
micro RNA (miRNA)
PIWI interacting RNA (piRNA)   
repeat asociated small interfering RNA (rasiRNA)
small nuclear RNA (snRNA)





















































す2）、いわゆる RNA 干渉（RNA 
interference：RNAi）分子である。
代表的な RNAi 分子である small 
interfering RNA（siRNA） が 人
注1　次世代型高速シーケンサー：2006 年ころから登場した網羅的解析可能の遺伝子解析装置。開発時の「次世
代」がそのまま呼称となった。現在開発が進む第 3 世代の装置は「次次世代」と呼ばれる。第 1 世代シー
ケンサーの 300 〜 1000 倍の配列決定能力をもつ。
図表 1　small RNA の分子ファミリー
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1 はじめに




　最 初 の miRNA は 1993 年 に 発





































Fire と Mello の両氏にはノーベ
ル賞が授与された。
　miRNA が注目され始めたのは、
siRNA に 遅 れ る こ と 数 年、Lee























る。2010 年には RNAi 全体の論
文数に迫る勢いとなっている（図















注2　セントラルドグマ：遺伝情報は DNA から RNA を介し、タンパク質へと流れるとする遺伝情報の伝達・発
現に関する分子生物学の一般原理。1958 年に F. クリックが提唱。現在では RNA から DNA への逆転写や
スプライシングなどの段階が見つかったことからこの概念は修正されている。










































































































































miRNA は 平 均 200 個 の mRNA
を標的にしていると試算されてい








（2011 年 5 月末現在）の miRNA
が登録されている。このうちヒト
miRNA は 1,424 個である。以前

































図表 5　がん特異的に発現変化する miRNA 群
（注）miRNA には発見された順番に番号が付される。let は線虫において、初期に見つかったもの
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miRNA を補充する方法、の 2 つ
に大別される。
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200 個程度の miRNA しか同定さ
れていなかった 2005 年ころ、す
でに血液がんの分類では、20,000







し て は、 イ ス ラ エ ル の Rosetta 

















































































































の Exosome Diagnostics Inc. では




血液、唾液、尿などから検出される exosome 内には 200〜300 種類の
miRNA が存在する。
提供：落谷孝広博士（（独）国立がん研究センター）
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